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ご
あ
い
さ
つ

「
つ
く
り
ま
す
！
大
和
高
田
の
元
気
！
」

４
月
27
日
よ
り
就
任
し
た
堀
内
大
造
市

長
は
、
５
月
７
日
に
初
登
庁
し
、
市
役
所

玄
関
前
で
多
く
の
市
民
や
職
員
ら
に
拍
手

で
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
登
庁
式
で
職
員
に
対
し
て
次

の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

◇

◇

◇

こ
の
度
、
大
和
高
田
市
長
に
就
任
し
ま

し
た
堀
内
大
造
で
す
。
こ
の
職
責
の
重
さ

を
考
え
る
と
、
本
当
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

ま
た
、
令
和
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
大

和
高
田
市
政
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

就
任
前
、
市
内
を
歩
い
て
お
り
ま
す
と
、

「
こ
の
頃
大
和
高
田
市
は
ど
う
も
元
気
が

な
い
の
で
は
。」
と
い
っ
た
声
を
聞
き
ま

す
。私

は
、
生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
大
和
高

田
市
で
生
活
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
は
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
伸
び
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
市
勢
の
伸

展
に
向
け
、
職
員
の
皆
さ
ん
と
一
生
懸
命

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ま
ず
最
初
に
、

私
の
日
頃
か
ら
の
考
え
方
、
行
動
に
お
け

る
心
が
け
を
申
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。１

つ
目
は
、「
根
拠
を
も
っ
て
行
動
す

る
」と
い
う
こ
と
で
す
。
私
に
は
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
経
験
が
あ
り
ま
す
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

の
場
合
、
全
て
の
操
作
に
根
拠
が
あ
り
、

根
拠
の
な
い
操
作
は
決
し
て
行
っ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
確
か
な
根
拠
の
上
に
間
違
っ

た
判
断
は
起
こ
り
ま
せ
ん
。

２
つ
目
は
、「
プ
ラ
ス
か
ら
考
え
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
何
か
を

進
め
た
い
と
考
え
た
と
き
に
は
、「
ど
こ

を
工
夫
す
れ
ば
で
き
る
の
か
」、
で
き
な

い
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
か
ら
で
は
な
く
、
何

と
か
や
り
遂
げ
た
い
と
い
う
プ
ラ
ス
の
姿

勢
で
臨
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
私
の
考
え
方
を
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
１
に
市
民
。
２

に
市
民
。
３
、４
に
市
民
。
５
に
市
民
と
、

市
民
の
皆
様
の
た
め
に
一
生
懸
命
考
え

て
、
明
る
く
元
気
な
大
和
高
田
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇

◇

◇

市
民
の
皆
様
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」、

ま
た
多
く
の
方
々
に「
住
み
た
い
」と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
職
員
と
と
も
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
政
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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沢田　洋子

南　幾一郎西川　繁和

砂原　弘治

森本　尚順

所　　　進

戸谷　仁史

米田　昌玄

橋本　俊哉

西村　元秀泉尾　安廣

植田　龍一 萬津　力則

横田　誠治

向川　征秀

島田　宗彦 仲本　博文

　

４
月
21
日
に
行
わ
れ
た
大
和
高
田
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
市
議
会
議
員
17
名
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、
議
席
番
号
順
）

市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
で
す
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自
然
災
害
や
老
朽
化
に
伴
う
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
に
よ
る
事
故
の
未
然
防
止
、
避
難
路
等
の
安
全
確
保
等
に
資
す
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
撤
去
等
を
促
進
し
、
市
民
の
生
命
お
よ
び
身
体
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
工
事
補
助
制
度

■補助対象
補助対象は以下の２種類となります。

⑴ブロック塀等の撤去工事

補助対象工事

次のいずれにも該当するものとする。
① ブロック塀等が市内の避難路等に面していること。
② ブロック塀等の全てを撤去するものであること。
③  ブロック塀等が倒壊した際に、避難路等がブロック塀等により 80㎝以上塞がれるおそれ

があること。
※  上記の規定にかかわらず、該当するブロック塀等に一体として設置されている工作物も補

助の対象になります。（要相談）

補助金額
補助金の額は次のいずれかの少ない額
① 工事費×１／２
② 市の技術職員の積算に基づき市長が別に定める設計金額×１／２

補助限度額 10 万円

注 意 事 項 ※ 現存するブロック塀等が対象となります。
※ 補助金交付決定以降の着手工事でないと補助金は出ません。

⑵軽量フェンス等の設置工事

補助対象工事

次のいずれにも該当するものとする。
①  上記⑴のブロック塀等の撤去工事と一体となって行うものであること。
②  軽量フェンス等の設置場所が建築基準法第 42 条第２項の道路上でないこと。

 （※セットバック部分の設置不可）
③  軽量フェンス等の設置方法がメーカー仕様に基づき安全性を確保されたものであること。
※ 新設する塀の上部に軽量フェンスを設置するときは、次のいずれにも該当すること。
ア 鉄筋コンクリート造又は補強コンクリートブロック造の塀であること。
イ  補強コンクリートブロック造の塀に設置する場合にあっては、当該塀の高さが申請地の地

盤面（基礎部分を含む。）から 80㎝未満ものであること。
ウ  軽量フェンスの高さが塀（補強コンクリートブロック造にあっては基礎部分の高さを含

む。）の高さ以上であること。
エ  建築基準法施行令その他関係法令及び一般財団法人日本建築学会が定める基準に基づき、

安全に設置すること。

補助金額
補助金の額は次のいずれかの少ない額
① 工事費×１／２
② 市の技術職員の積算に基づき市長が別に定める設計金額×１／２

補助限度額 20 万円

※補助金の申請は一敷地につき一回限り。
※要件に満たしていれば最大30万円の補助が可能
※ ブロック塀等とは、れんが造・石造・コンクリー

トブロック造その他の組積造又は補強コンク
リートブロック造の塀及び門柱をいう。

※ 軽量フェンス等とは、軽量フェンス並びにアル
ミ製の門扉及び門柱をいう。

※ 避難路等とは、道路（市道・県道・国道・建築基準法
第42条に規定する道路・里道・市管理道路）、公園
その他市長が認める公共施設をいう。

※ この他の注意事項等もあるので、申し込み前に
必ず市役所営繕住宅課へ問い合わせてくださ
い。

〔営繕住宅課　内線674〕

■補助対象者
補助対象者は本市税を滞納していない者で、次

のいずれかの者となる。
⑴ブロック塀等の所有者（土地又は建物の所有者）
⑵ブロック塀等の所有者の同意を得た者
⑶マンション管理組合の管理者

※所有者が複数の場合、全員の同意が必要
※暴力団規定あり

■募集受付期間
現在受付中です。

※ 午前８時30分～午後５時15分（市役所が休みの
日は除く）

※書類が不足している場合は、受付できません。
※ 令和２年２月上旬頃までに工事を完了できること。
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子
ど
も
と
一
緒
に
音
楽
に
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▽
会
員
数　
５
人

▽
活
動
概
要　
幼
稚
園
や
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
、低
年
齢
児
を
対
象
に
、保
護
者
の
人
と
一

緒
に
音
楽
と
ふ
れ
あ
っ
て
も
ら
っ
た
り
、弦

楽
器
の
プ
ロ
の
人
と
一
緒
に
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
を
し
な
が
ら
、音
楽
の
楽
し
さ
や
喜
び
を

知
っ
て
も
ら
う
。

▽
団
体
理
念　

音
楽
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
、楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も
ら
う
こ
と
。

▽
連
絡
先

濱
本
真
理
子

☎
22・５
５
１
１

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
プ
ラ
ザ
）

に
登
録
し
て
い
る
活
動
団
体
を
、順
次
紹
介
し

ま
す（
順
不
同
）。

一
緒
に
活
動
し
た
い
と
思
う
人
、ま
た
は
興

味
の
あ
る
人
は
、連
絡
先
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

〔
市
民
協
働
推
進
課

☎
44・
３
２
１
０
〕

together w
ith m

usic

４
月
26
日
任
期
満
了
に
よ
り
、
吉
田

誠
克
第
10
代
大
和
高
田
市
長
が
退
任
し

ま
し
た
。

４
期
16
年
の
市
政
運
営
に
尽
力
さ
れ

た
吉
田
市
長
は
、
退
任
式
で
職
員
に
対

し
て
次
の
よ
う
に
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。「

大
和
高
田
を
変
え
た
い
と
い
う
思

い
ひ
と
つ
で
、52
歳
で
市
長
に
就
任
し
、

財
政
再
建
か
ら
は
じ
め
て
様
々
な
場
面

で
職
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き

吉
田
市
長
が
退
任

吉
田
市
政

４
期
16
年
の
主
な
軌
跡

　
力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
大
和
高
田
市
発
展
の
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
４
期
16
年
に
お
け
る
主
な
軌
跡
を
振
り
返

り
ま
す
。

●
第
１
期

平
成
15
年
４
月

第
10
代
市
長
に
選
出

平
成
18
年
３
月　
大
和
高
田
市
の
財
政
構
造
改
革
に
向

け
て
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
策
定

　
　
　
　
４
月

ゴ
ミ
有
料
化
開
始

４
月　
指
定
管
理
者
制
度
導
入（
総
合
公
園
、

高
田
温
泉
「
さ
く
ら
荘
」）

11
月

第
１
回
や
ま
と
た
か
だ
元
気
ウ
ィ
ー

ク
開
催

●
第
２
期

平
成
19
年
11
月

市
制
60
周
年
記
念
式
典
開
催　

平
成
22
年
４
月　
高
田
幼
稚
園
と
高
田
保
育
所
が
統
合

し
、
高
田
こ
ど
も
園
開
園

平
成
22
年
４
月　
中
和
幹
線
道
路（
大
和
高
田
市
区
間
）

開
通

平
成
22
年　
　
　
一
般
会
計
に
お
け
る
実
質
収
支
の
黒

字
化
（
平
成
22
年
度
決
算
）

●
第
３
期

平
成
24
年
４
月　
土
庫
幼
稚
園
と
土
庫
保
育
所
、
北
保
育

所
が
統
合
し
、
土
庫
こ
ど
も
園
開
園

平
成
25
年
４
月　
同
報
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
設
置

８
月　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
リ
ズ
モ
ー
市
と

の
姉
妹
都
市
締
結
50
周
年
を
記
念
し

て
リ
ズ
モ
ー
市
を
訪
問

●
第
４
期

平
成
27
年
４
月　
指
定
管
理
者
制
度
導
入（
市
立
図
書
館
）

平
成
28
年
１
月　
大
和
高
田
市
立
病
院
放
射
線
治
療
棟

完
成

４
月

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
コ
ス
モ
ス
プ

ラ
ザ
）
開
館

平
成
29
年
６
月

中
学
校
給
食
開
始

平
成
30
年
１
月　
市
制
施
行
70
周
年
（
平
成
29
年
度
に

70
周
年
の
関
連
事
業
開
催
）

平
成
31
年
３
月　
大
和
高
田
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
開
始

な
が
ら
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
は
新
庁
舎
建
設
の
音
が
聞
こ

え
ま
す
し
、
す
べ
て
の
面
で
大
和
高
田

市
は
前
に
進
め
る
体
制
づ
く
り
が
で
き

た
と
い
う
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
の
中
、
い

か
に
知
恵
を
出
し
て
、
行
政
能
力
を
落

と
す
こ
と
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
が
で
き
る
か
。
こ
れ
は
皆
さ
ん
の
努

力
と
知
識
・
経
験
で
前
に
進
め
て
い
く

し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
に
期
待
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
お
い
て
、
職
員
の
努
力
は
大
き
な

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
一
番
大
き
い
の
は
市
民
の
ご
協
力

で
す
。

大
和
高
田
の
未
来
に
夢
を
感
じ
、
と

も
に
大
和
高
田
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
と

い
う
意
識
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
め
ざ
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
信
じ
て
本
日
退
任

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」退

任
式
終
了
後
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
や

玄
関
前
に
集
ま
っ
た
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
や
職
員
か
ら
の
温
か
く
大
き
な
拍

手
で
見
送
ら
れ
、
庁
舎
を
後
に
し
ま
し

た
。
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風水害に備えて

☎22-1101（平日 午前8時30分～午後5時15分および警報発令時） 危機管理課

◎大和高田市避難所一覧（20か所）
※�指定避難所は、災害種別（①洪水時・②地震発生時）に
よって異なります。
�なお、「洪水」とは、河川の増水により氾濫し陸地へ浸水
することをいい、水路や側溝、下水道から河川へ排出で
きずに逆流し浸水する「内水氾濫」とは異なります。

　本市の対策として、大雨、洪水、暴風などの警報が
発表されれば、まず自主避難する人のために、昼夜
を問わず1 ～ 4の4か所の指定避難所を開設し、職
員を配置します。状況により、随時5 ～ 20の避難所
も開設します。
　市民の生命の安全・安心を第一に考え、消防団・消
防署・警察署などと連携し、災害対応にあたります。
　詳しくは、本市ホームページに掲載しております
「避難マニュアル　家庭向け（保存版）」を見てくだ
さい。市役所2階の危機管理課で配布していますの
で、そちらでも見ることができます。

「土のう」配置場所(6月1日現在)
大和高田市役所 大字大中100-1
塙青少年会館 日之出町11-41
曙町青少年会館 曙町1-33
市立磐園保育所 大字有井108-2
曽大根公民館 曽大根2丁目10-1
市場青少年会館 大字市場405-3
大和ガス株式会社 旭南町8-36

「土のう」が必要
な人は、危機管
理課（内線226
または241）へ
連絡してくださ
い。

　予想しにくい局地的な集中豪雨も全国各地で発生し、
被害が出ています。普段の備えや直前の準備が被害の軽
減に役立ちます。テレビやラジオなどの気象情報に十分
注意し情報収集に努め、災害への備えをもう一度確認し
ましょう。
◎普段から・・・
・�排水溝のゴミや泥を取り除き、水はけを良くしておき
ましょう。
・�土のうなど水の浸入を防ぐものを準備しておきま
しょう。
・�停電に備えて、懐中電灯や携帯ラジオと予備の電池の
準備をしておきましょう。
・�最低3日間程度の食糧・飲料水などの備蓄をしておき
ましょう。

◎大雨、台風が近づいたら・・・
・�断水などに備えて、生活用水を風呂場等に確保してお
きましょう。
・�浸水の恐れのある場合は、家財道具や生活用品をでき
るだけ高い安全な場所に移しましょう。

「避難行動」とは？　～「水平避難」と「垂直避難」～
　「避難行動」は、数分から数時間後に起こるかもしれな
い災害から「命を守るための行動」です。避難勧告などが
発令されたときの避難行動については、学校の体育館な
どの避難所へ避難することが一般的でしたが、災害対策
基本法が改正され、次の全ての行動が避難行動として定
義づけられました。
1.�（自宅などから移動しての）安全な場所への移動（公
園、親戚や友人の家など）
2.��近隣の高い建物などへの移動
3.��建物内の安全な場所への移動
つまり、現在いる危険な場所から立ち退いて、避難場

所や近隣の安全な場所に移動する「水平避難」だけでな
く、屋内の２階以上の安全を確保できる高さに移動する
「垂直避難」も避難行動になるということです。「水平避
難」がかえって危ない状況（夜間、道路冠水しているとき
など）であれば「垂直避難」を行うなど、その時の状況に
より、どちらの避難行動をとるか選択してください。避
難所に逃げることだけが避難ではありません。

◎ 大雨による水害対策用に、下記の場所に「土の
う」を配置しています。

番号 指定避難所 住所 連絡先
災害
種別
①

洪水

災害
種別
②

地震
気象警報発令時に開設
1 菅原校区公民館 大字吉井77-1 ☎23-3561 開設 開設
2 武道館(総合体育館) 幸町11-14 ☎22-8862 開設 開設
3 葛城コミュニティセンター 大字曽大根783-1 ☎23-8001 開設 開設

4 総合福祉会館
(ゆうゆうセンター ) 大字池田418-1 ☎23-0789 開設 開設

状況に応じ開設
5 片塩小学校 旭北町2-1 開設 開設
6 菅原小学校 大字根成柿436 開設 開設
7 土庫小学校 土庫3丁目2-61 開設 開設
8 高田小学校 大中東町5-15 ※1 開設
9 磐園小学校 大字有井1 ※1 開設
10 陵西小学校 大字池田3 開設 開設
11 浮孔小学校 中三倉堂2丁目5-43 開設 開設
12 浮孔西小学校 曽大根1丁目5-1 開設 開設
13 片塩中学校 中三倉堂2丁目9-28 開設 開設
14 高田中学校 大中東町5-48 開設 開設
15 高田西中学校 大字池田330 開設 開設
16 県立高田高等学校 礒野東町6-6 開設 開設
17 市立高田商業高等学校 材木町8-3 開設 開設
18 文化会館(さざんかホール) 本郷町6-36 開設 開設
19 勤労青少年ホーム 大字野口20-1 開設 ※2
20 総合公園プール 大字西坊城414 開設 開設
※1：洪水時には、想定浸水が0.5ｍを超える地域にある
ため、避難所開設しません。 �

※2：地震発生時には、避難所としての耐震強度不足の
ため、避難所開設しません。
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女
性
の
能
力
活
用
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
な

ど
、性
別
に
か
か
わ
ら
ず
誰
も
が
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
事
業
所
を｢

大
和
高
田
市
い
き
い

き
会
社
宣
言
事
業
所｣

と
し
て
登
録
し
、取
組
内
容
な

ど
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、「
い
き
い
き
会
社
宣
言
事
業
所
」の
中
か
ら
、

取
組
内
容
が
優
れ
て
い
る
事
業
所
を
表
彰
し
ま
す
。

▽
応
募
対
象

市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の

取
組
を
実
施
す
る
事
業
所（
国・地
方
公
共
団
体・独

立
行
政
法
人
は
除
く
）。規
模
は
問
い
ま
せ
ん
。

①
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
能
力
活
用
や
女
性
の
職
域

拡
大
の
た
め
の
取
組
を
行
って
い
る
。

②
仕
事
と
家
庭
生
活
、そ
の
他
の
活
動
と
の
両
立
を

支
援
す
る
た
め
の
取
組（
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス

の
取
組
）を
行
って
い
る
。

③
男
女
の
人
権
に
配
慮
し
た
働
き
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
を
行
って
い
る
。

④
そ
の
他
、男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で

き
る
職
場
づ
く
り
を
行
って
い
る
。

◎
具
体
的
な
取
組
例

・
女
性
の
採
用
、登
用
お
よ
び
女
性
の
職
域
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

・
採
用
や
昇
給
に
男
女
差
が
な
い
。

・
男
性
ば
か
り
の
職
場
に
女
性
を
採
用
し
た
。ま
た

は
、そ
の
逆
。

・
育
児
、介
護
の
た
め
の
休
暇
な
ど
を
取
り
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
し
て
い
る
。

・
託
児
所
を
設
け
て
い
る
。

・
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
導
入

・
保
育
所・学
校
や
地
域
な
ど
の
行
事
へ
の
参
加
を
奨

励
し
て
い
る
。

・
意
識
啓
発
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル・ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
研
修

の
実
施

な
ど
。

▽
応
募
期
間
６
月
３
日
㈪
～
７
月
31
日
㈬

▽
応
募
方
法

登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

郵
送（
〒
６
３
５・８
５
１
１

大
中
１
０
０
番
地
１

大
和
高
田
市
役
所

人
権
施
策
課

男
女
共
同

参
画
推
進
係
）、電
子
メ
ー
ル（gender@

city.
yam

atotakada.nara.jp

）ま
た
は
持
参
で
、人

権
施
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
登
録
申
請
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
、ま
た
は
人
権
施
策
課
に
あ
り
ま
す
。

〔
人
権
施
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係

内
線
２
８
７
〕

は
じ
め
ま
せ
ん
か

「
い
き
い
き
会
社
宣
言
」
男
女
共
同
参
画
推
進
事

業
所
を
募
集
し
、
そ
の
活
動
を
応
援
し
ま
す

※
現
在
、登
録
事
業
所
は
16
社
あ
り
ま
す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す
べ
て
の
年
代

の
人
が
音
楽
を
通
じ
て
自
由
に
楽
し
み
交
流
で
き
る
、「
ま
ち
に
音
楽
を
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
田
の
ま
ち
を
音
楽
で
元
気
に
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、「
ま
ち
に
音
楽
を
」
広
げ
て
み
ま
せ
ん

か
。
い
ず
れ
も
プ
ロ
、
ア
マ
、
市
内
、
市
外
を
問
い
ま
せ
ん
。

〇
ユ
ウ
ガ
タ
ラ
イ
ブ

　

夕
方
５
時
ご
ろ
か
ら
１
階
芝
生
広
場

で
、
音
楽
の
演
奏
や
音
楽
に
合
わ
せ

た
踊
り
な
ど
、
路
上
ラ
イ
ブ
の
よ
う

な
か
形
式
で
、
音
楽
を
組
み
込
ん
だ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

団
体
名
、
担
当
者
、
連

絡
先
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
内
容
を
電

話
ま
た
は
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
窓

口
へ
。

〇
オ
ー
プ
ン
ピ
ア
ノ

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
下
の
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
た
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト

ピ
ア
ノ
を
「
オ
ー
プ
ン
ピ
ア
ノ
」
と
し
て
開
放
し
て
お
り
、
誰
で
も
気

軽
に
弾
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
外
で
生

の
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
と
い
う
の
は
全
国

的
に
見
て
も
稀
な
こ
と
で
、
貴
重
な
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
利
用
方
法　

風
な
ど
で
ピ
ア
ノ
カ

バ
ー
が
急
に
閉
じ
な
い
た
め
の
安
全
ベ

ル
ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
演
奏
す
る

と
き
は
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
窓

口
へ
。

〔
市
民
協
働
推
進
課　
☎
44
・
３
２
１
０
〕

「
ま
ち
に
音
楽
を
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
者
募
集
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情
報
公
開
制
度
の

運
用
状
況

平
成
30
年
度
の
情
報
公
開
制
度

の
運
用
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。

⑴
開
示
請
求
件
数
及
び

　
処
理
件
数

「
大
和
高
田
市
情
報
公
開
条
例
」

に
基
づ
く
開
示
請
求
が
17
件
あ
り

ま
し
た
。

⑵
不
開
示
情
報
別
件
数

条
例
第
６
条
に
定
め
る
不
開
示

情
報
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
部

分
開
示
と
な
っ
た
事
例
の
理
由
は

次
の
と
お
り
で
す
。

⑶
不
服
申
立
て
等
の

　
件
数
及
び
処
理
の
状
況

平
成
30
年
度
は
、
不
服
申
立
て

等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑷
開
示
実
績
の
あ
る
公
文
書

の
写
し
の
交
付
等
申
込
み

の
内
容

過
去
に
「
大
和
高
田
市
情
報
公

開
条
例
」
に
基
づ
く
開
示
請
求
が

あ
り
、
開
示
（
全
部
開
示
・
部
分

開
示
）
の
実
績
が
あ
る
文
書
に
つ

い
て
は
、
同
じ
内
容
に
つ
い
て
開

示
の
申
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

「
公
文
書
開
示
請
求
書
」
に
よ
ら

ず
「
公
文
書
の
写
し
等
申
込
書
」

に
よ
り
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
交
付
等
申
込

み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑸
大
和
高
田
市
情
報
公
開
審

査
会
の
開
催
状
況

平
成
30
年
度
は
、
不
服
申
立
て

等
が
な
く
、
会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

※
市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の
開
示

請
求

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、
市
の
施
策
に
準
じ
て
情
報
公

開
制
度
を
推
進
す
る
た
め
の
要
綱

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
こ
の
要
綱
に

基
づ
く
開
示
請
求
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

個
人
情
報
保
護
制
度

の
運
用
状
況

平
成
30
年
度
の
個
人
情
報
保
護

制
度
の
運
用
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

⑴
個
人
情
報
取
扱
事
務
の
届

出
件
数

平
成
30
年
度

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
平
成
30
年
度
中
に
、
市
が
運
用
を
行
っ
た

情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護
制
度

の
、
件
数
や
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

実施機関 件数
処　　理　　内　　容　（件） 写 し の

交付（枚）開示 部分開示 不開示 存否 不存在 却下 取下げ

市長 17 2 11 1 1 2 1,304

議会 0

教育委員会 0

選挙管理委員会 0

監査委員 0

公平委員会 0

農業委員会 0

固定資産評価
審査委員会 0

水道事業管理者 0

合　　　　計 17 2 11 1 1 0 0 2 1,304

不　開　示　情　報 件　数
1号　個人に関する情報 11
2号　法人等事業活動情報 3
3号　意思形成過程情報 1
4号　事務事業執行情報 0
5号　法令秘情報 0
6号　犯罪等社会的危害防止情報 0

合計 15

実　施　機　関 件　数
市長 250
議会 2

教育委員会 64
選挙管理委員会 9
監査委員 1
公平委員会 1
農業委員会 8

固定資産評価審査委員会 0
上下水道事業管理者 18

合計 353
（平成 31年 3月 31日現在）
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⑵ 

開
示
等
請
求
件
数
及
び
処

理
件
数

①
開
示
請
求
、
訂
正
請
求
、
削
除

請
求
及
び
利
用
又
は
提
供
の
中

止
請
求

開
示
等
請
求
の
内
容
お
よ
び
決
定
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

②
条
例
第
22
条
（
簡
易
な
開
示
）

に
よ
る
開
示
請
求
（
各
担
当
課

で
の
要
綱
に
基
づ
く
請
求
）

⑶ 

不
服
申
立
て
等
の
件
数
及

び
処
理
の
状
況

平
成
30
年
度
は
、
不
服
申
立
て

等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑷ 

大
和
高
田
市
個
人
情
報
保

護
審
査
会
の
開
催
状
況

平
成
30
年
度
は
、
不
服
申
立
て

等
が
な
く
、
会
議
は
開
催
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

⑸ 

大
和
高
田
市
個
人
情
報
保

護
運
営
審
議
会
の
開
催
状

況平成
30
年
度
の
開
催
状
況
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

※
市
が
出
資
す
る
法
人
へ
の
開
示

請
求
等

大
和
高
田
市
土
地
開
発
公
社

は
、
市
の
施
策
に
準
じ
て
個
人
情

報
保
護
制
度
を
推
進
す
る
た
め
の

要
綱
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
平
成

30
年
度
は
、
こ
の
要
綱
に
基
づ
く

開
示
請
求
、
訂
正
請
求
、
削
除
請

求
及
び
利
用
又
は
提
供
の
中
止
請

求
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

審
議
会
等
の
会
議
の

公
開
の
状
況

平
成
30
年
度
　
審
議
会
等
の
会

議
の
公
開
状
況
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

会
議
の
公
開
状
況

※
公
開
さ
れ
た
会
議
の
議
事
録
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

〔
法
務
情
報
課　
内
線
３
２
５
〕

請求区分 件数
開� 示� 請� 求 7
訂� 正� 請� 求 0
削� 除� 請� 求 0
利用又は提供
の 中 止 請 求 0

合　　　計 7

№
請　　求 請求個人情報の

名称又は内容 実施機関 所管課 決定日 決定内容 不開示
該当日 区分

147 H30.05.28 開示
平成２４年４月に市立病院に提出さ
れた入院申込書兼誓約書のうち、
私が連帯保証人の欄に自署したと
されるもの

市長 市立病院�
医事課 H30.05.30 部分開示 1号

148 H30.08.20 開示 審査会議事録（開催日某日の某氏
分） 市長 介護保険課 H30.08.23 部分開示 1号

149 H30.09.27 開示
平成３０年２月２７日から平成３０年９月
２７日までの間に請求された戸籍謄
本附票申請書

市長 市民課 H30.10.02 部分開示 1号

150 H30.10.09 開示
平成２７年４月１日から平成３０年１０月
９日までの間に請求された開示請
求者の戸籍謄（抄）本交付申請書及
び附属書類

市長 市民課 H30.10.16 部分開示 1号

151 H30.11.14 開示
平成２７年１１月１４日から平成３０年１１
月１３日までの間に届けられた住民
異動届及び添付書類

市長 市民課 H30.11.26 部分開示 1号

152 H30.11.27 開示

平成２７年１１月２４日付け要介護認定
判定結果に係る介護保険要介護認
定・要支援認定等結果通知書及び
平成２６年９月から平成２８年９月の間
において作成された認定情報（事
務局用）、介護保険認定調査票及び
主治医意見書

市長 介護保険課 H30.12.11 部分開示 1号

153 H31.02.04 開示 来所・訪問記録票 市長 健康増進課 H31.02.15 部分開示 3号

154 H31.02.04 ― 健診票、のびのび相談記録票 ― ― ― 取下げ ―

（平成 31年 3月 31日現在）
実施機関 担　当　課 開　示　内　容 件 数
市長 保険医療課 過去 5年間の国民健康保険に係るレセプト 2
市長 保護課 過去 5年間の生活保護に係るレセプト 0

市長 介護保険課
次のうち必要な事項
要介護・要支援認定に係る調査内容、主治医
意見書、介護認定審査会における認定結果

51

市長 医事課 診療カルテ 24
市長 看護専門学校 入学者選抜試験における各試験得点及びそ

の合計点 0

教育委員会 商業高校
事務管理課

入学者選抜試験における各教科別検査得点
及びその合計点 176

開催年月日 審　議　会　の　内　容

第
13
回

H30.7.23
諮問事項
　　�大和高田市の生活保護等の受給者への医療扶助に係るレセプト管理システムをクラウドサービ
スに移行することに伴い、本市の電子計算機とデータセンター保有事業者のデータセンター内
の電子計算機を結合することについて

第
14
回

H31..2.22
諮問事項
　　（1）　公用車へのドライブレコーダーの設置について
　　（2）　新たな水道料金システムの利用に際し、外部ネットワーク上で個人情報の電算処理を行う

ことについて

（平成 31年 3月 31日現在）

会議の開催数 １４８回
そのうち、公開とした
会議の開催数 ２０回

そのうち、一部非公開
とした会議の開催数 ２回

そのうち、非公開とし
た会議の開催数 １２６回

傍聴人の数 ０人
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男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
～
29
日

『
男
女
共
同
参
「
学
」』

『�

知
る�

学
ぶ�
考
え
る�

わ
た
し
の

人
生�

私
が
つ
く
る
』

（ 

２
０
１
９
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

　
国
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

の
施
行
日
（
平
成
11
年
６
月
23
日
）
に
あ

わ
せ
て
、
こ
の
期
間
を
男
女
共
同
参
画
週

間
と
し
て
い
ま
す
。
性
別
に
関
係
な
く
、

自
ら
の
意
思
に
よ
り
個
性
と
能
力
を
発

揮
し
て
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

「
パ
ネ
ル
展
」
開
催

▽
展
示
期
間　
６
月
７
日
㈮
～
28
日
㈮

▽
場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

　
「
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
・
大
和
高
田

市
」
の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ら
に
取
組
を

進
め
ま
す
。

※ 

「
大
和
高
田
市
男
女
共
同
参
画
計
画　

ビ
ッ
グ
ス
テ
ッ
プ
（
第
３
次
）」
策
定

（
平
成
29
年
３
月
）

〔
人
権
施
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係　

内
線
２
８
７
〕

危
険
物
安
全
週
間

6
月
２
日
～
８
日

推
進
標
語

「
無
事
故
へ
の
構
え

一
分
の
隙
も
無
く
」

　

危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高

揚
や
啓
発
を
推
進
し
、
各
事
業
所
で
の
自

主
保
安
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、「
危
険
物
安
全
週
間
」
を
実
施
し

ま
す
。

　
近
年
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
危

険
物
施
設
は
減
少
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
事
故
件
数
は
増
加
し
、
火
災
や
漏
え

い
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
事
業

所
で
は
、
従
業
員
の
保
安
教
育
な
ど
や
事

故
防
止
の
徹
底
、
自
主
保
安
体
制
の
構
築

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
一
般
家
庭
で

は
、
天
ぷ
ら
油
や
灯
油
な
ど
の
取
扱
い
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
高
田
消
防
署　
☎
25
・
０
１
１
９
〕

　
農
作
業
後
に
ト
ラ
ク
タ
ー
・
田
植
機
な

ど
で
公
道
を
走
る
と
き
は
、
機
械
に
つ
い

た
泥
を
必
ず
落
と
し
て
か
ら
走
行
し
て

く
だ
さ
い
。
大
き
な
泥
の
か
た
ま
り
が
道

路
に
落
ち
る
と
、
自
動
車
だ
け
で
な
く
、

歩
行
者
や
自
転
車
な
ど
の
通
行
の
妨
げ

に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
交
通
安
全
と
環
境
美
化
の
た
め
、
道
路

に
泥
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

〔
産
業
振
興
課　
内
線
２
６
７
〕

6
月
は

環
境
月
間
で
す

　
６
月
５
日
の「
環
境
の
日
」を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
環
境

に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
身
近
な
こ
と
か

ら
活
動
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

◦�

ご
み
分
別
を
徹
底
し
、
ご
み
の
量
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

浄
化
槽
の
清
掃
は
年
１
回
必
ず
行
い
、
ま

た
、
定
期
点
検
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

◦�

て
ん
ぷ
ら
油
の
廃
油
は
台
所
に
流
さ

ず
、
巡
回
回
収
の
時
ま
た
は
、
市
役
所

に
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◦�
川
や
道
路
に
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
を

や
め
ま
し
ょ
う
。

◦�

犬
の
散
歩
の
時
は
ふ
ん
の
後
始
末
を
し

ま
し
ょ
う
。

◦�

水
道
・
ガ
ス
・
電
気
の
む
だ
使
い
を
や

め
ま
し
ょ
う
。

◦�

自
動
車
の
利
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
こ
と
で
、
地

球
温
暖
化
防
止
や
河
川
の
水
質
改
善
に

つ
な
が
り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
２
〕

『
夏
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
』

実
施
中

　

市
役
所
お
よ
び
市
内
各
公
共
施
設
で

は
、
省
エ
ネ
・
節
電
に
よ
る
地
球
温
暖
化

の
防
止
を
図
る
た
め
、『
夏
の
エ
コ
ス
タ

イ
ル
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
1
日
㈬
～
10
月
31
日
㈭
の
期
間

中
、各
施
設
内
の
適
正
冷
房
（
室
温
28
℃
）

の
徹
底
と
、
ノ
ー
上
着
・
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

な
ど
、
軽
装
で
執
務
を
行
い
ま
す
。

〔
人
事
課　
内
線
２
１
１
〕

蜂
の
駆
除

　
初
夏
は
、
蜂
が
活
動
す
る
時
期
で
、
家

の
軒
下
や
屋
根
裏
に
は
、
夏
過
ぎ
か
ら
巣

を
作
り
始
め
ま
す
。
蜂
の
駆
除
は
、
巣
が

大
き
く
な
る
前
に
、
害
虫
駆
除
業
者
（
市

で
は
駆
除
で
き
ま
せ
ん
）
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。
家
庭
で
市
販
の
蜂
用
殺
虫
剤

を
使
用
す
る
場
合
は
、
蜂
の
種
類
に
よ
っ

て
効
き
目
が
異
な
る
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
、
ス
ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ

ト
ラ
ク
タ
ー
等
を

使
用
し
た
後
の
お
願
い
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る
と
死
亡
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
巣

に
は
近
寄
ら
ず
、
す
ぐ
に
業
者
に
駆
除
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
害
虫
駆
除
業
者
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
県
の
業
者
団
体
で

あ
る
、
ペ
ス
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
会
（
☎

０
７
４
２
・
23
・
７
３
１
２
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
２
〕

　
近
年
、
手
軽
で
携
帯
に
便
利
な
飲
料
水

や
ボ
ト
ル
水
な
ど
の
利
用
が
増
え
た
た

め
、
水
道
水
を
飲
用
す
る
こ
と
が
減
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
水
道
水
が
飲
ま
れ
な
く
な
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら

１
９
８
０
年
代
に
か
け
て
、
大
都
会
で
水

道
の
水
が
と
て
も
ま
ず
く
な
っ
た
時
期

が
あ
り
ま
し
た
。
味
が
悪
い
と
安
全
性
に

つ
い
て
も
不
安
に
な
り
、
そ
の
記
憶
が
今

も
し
っ
か
り
残
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
こ

と
に
乗
じ
て
、
不
安
ビ
ジ
ネ
ス
が
広
が
り

ま
し
た
。
不
安
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
新
し
い

商
品
を
売
る
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
普
通
の

も
の
を
「
危
険
」
だ
と
か
、「
健
康
に
害

が
あ
る
」
な
ど
と
言
っ
て
不
安
を
あ
お
る

商
売
で
す
。

　

安
全
や
健
康
を
売
り
物
に
し
た
新
し

い
商
品
を
売
る
た
め
に
、
商
売
の
じ
ゃ

ま
に
な
る
相
手
の
こ
と
を
悪
く
言
う
も

の
で
す
。「
水
道
水
に
は
有
害
な
物
質
が

入
っ
て
い
る
か
ら
飲
み
続
け
る
と
不
健

康
に
な
り
ま
す
よ
」
と
言
っ
て
不
安
を
あ

お
り
、「
健
康
に
な
り
た
け
れ
ば
○
○
水

を
飲
み
ま
し
ょ
う
」
と
宣
伝
す
る
も
の

で
、
こ
れ
ら
の
説
は
水
道
水
ば
な
れ
の
要

因
と
し
て
一
理
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
こ
と
は
健
康
増
進
の
た

め
、
○
○
水
や
ボ
ト
ル
水
な
ど
を
愛
用
し

て
い
る
人
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
も
と
も
と
、
水
道
水
は
水
道
法
で
定
め

る
51
も
の
水
質
基
準
項
目
す
べ
て
に
適

合
し
た
も
の
で
あ
り
、「
安
全
な
水
」、「
飲

ん
で
も
大
丈
夫
な
水
」
し
か
水
道
水
に
な

り
得
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
現
在
、
水

道
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
内
、
私
た

ち
の
口
に
入
る
飲
み
水
は
、
わ
ず
か
全
体

の
１
％
に
も
満
た
な
い
と
い
う
の
が
現

状
と
な
っ
て
い
ま
す
。
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば

飲
み
水
に
で
き
る
安
全
な
水
が
、
こ
ん
な

に
も
手
軽
に
、
し
か
も
値
段
は
ボ
ト
ル
入

り
飲
料
水
と
比
べ
格
安
で
、
大
量
に
使
え

る
日
本
の
水
道
水
は
世
界
の
中
で
も
特

別
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら

夏
に
向
け
、
気
温
の
高
い
日
が
多
く
な
っ

て
き
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
掛

け
、
水
道
水
を
も
っ
と
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。〔

水
道
総
務
課　
☎
52
・
１
３
６
５
〕

吉
野
川
分
水
の
通
水
（
６
月
１
日
～
９
月
20
日
）
に
伴
う

事
故
防
止
等
に
つ
い
て

１
． 

吉
野
川
分
水
施
設
の
用
水
路・樋
門・

ゲ
ー
ト
な
ど
の
農
業
用
水
利
施
設

に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

２
． 

水
路
内
へ
汚
物
、
木
片
、
石
、
ゴ
ミ
、

草
な
ど
を
投
げ
込
ま
な
い
で
く
だ

さ
い
。

３
． 

地
域
内
の
河
川
（
曽
我
川
、
葛

城
川
、
高
田
川
、
太
田
川
、
岩

谷
川
、
葛
下
川
）
は
急
激
な
流

量
の
増
減
が
予
想
さ
れ
る
の

で
、
水
遊
び
、
水
泳
、
魚
釣
り
、

土
木
工
事
な
ど
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

４
． 

通
水
量
は
、
５
月
７
日
～
16

日
ま
で
の
試
験
通
水
で
２・
０

m3

/

sec
程
度
、
６
月
１
日
～
９

月
20
日
ま
で
の
本
通
水
で
は
、

最
大
で
８・５
m3

/

sec
程
度（
た

だ
し
、水
利
権
上
の
最
大
は
９・

４
m3

/

sec
）と
な
る
予
定
で
す
。

５
． 
水
路
位
置
に
つ
い
て
は
、
別
紙

の
と
お
り
で
す
。

　
な
お
、
非
常
災
害
の
と
き
は
、
左

記
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

１
） 

大
和
平
野
土
地
改
良
区　

 

☎
０
７
４
４
・
22
・
２
０
５
２

　
　
橿
原
市
城
殿
町
４
５
９

２
） 

奈
良
県
農
林
部
農
村
振
興
課　

 

☎
０
７
４
２
・
27
・
７
４
５
２

　
　
奈
良
市
登
大
路
町
30

吉
野
川
分
水　
水
路
図

〔
土
木
管
理
課　
内
線
６
５
８
〕

「
い
つ
も
の
む

　
い
つ
も
の
水
に
　
日
々
感
謝
」

6
月
１
日
〜
７
日

水
道
週
間
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平 成 ３ １ 年 ３ 月

定 例 市 議 会
大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
 ● 大和高田市ホームページ→左サイドメニュー「大和高田市議会」　　   ● 検索サイトなどで、「大和高田市議会」と入力して検索

平
成
31
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
予
算

２
７
０
億
３
、０
０
０
万
円
な
ど
可
決

　

平
成
31
年
３
月
定
例
市
議
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
14
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
人
事
案
件
２
件
、
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ
か
、
特
別
会

計
予
算
５
件
、
企
業
会
計
予
算
３
件
、
平
成
30
年
度
補
正
予
算
７
件
、
条
例
案
件
７

件
、
訴
訟
の
提
起
１
件
、
和
解
案
件
１
件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
案
件
２

件
、
市
道
の
認
定
・
変
更
・
廃
止
３
件
、
契
約
案
件
２
件
、
請
願
１
件
、
意
見
書
３

件
、「
大
和
高
田
市
議
会
政
務
活
動
費
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

及
び
、「
大
和
高
田
市
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

の
計
40
議
案
が
提
出
さ
れ
、
意
見
書
１
件
が
否
決
、
39
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
号
で
は
、
13
日
・
14
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
の
一
部
等
に
つ
い
て
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
教
育
長
と
し
て
早
川
博
氏
の
再
任

に
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
涌
田
五
月
氏
の
推
薦
に
そ
れ
ぞ
れ
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に

つ
い
て
（
本
市
職
員
の
3

分
の
1
を
占
め
る
非
正
規
職
員

の
待
遇
に
つ
い
て
）

・�

臨
時
の
保
育
士
職
員
を
は
じ
め

と
し
て
、
長
き
に
わ
た
り
働
い

て
い
る
非
正
規
職
員
は
、
昇
給
、

退
職
金
が
一
切
な
い
な
ど
、
正

規
職
員
と
比
べ
て
あ
ま
り
に
も

給
与
面
で
差
が
あ
る
。
そ
の
理

由
は
な
ぜ
か
。
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
の
か
。

創
生
高
田　

南
議
員

保
育
現
場
に
お
い
て
は
、

保
育
所
の
業
務
責
任
や
管

理
責
任
を
は
じ
め
、
保
護
者
対

応
や
時
差
出
勤
な
ど
業
務
の
差

が
あ
り
、
非
正
規
職
員
に
比
べ

正
規
職
員
の
負
担
は
重
い
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
給
与
と
賃
金

の
平
均
的
な
収
入
に
差
が
あ
る
。

非
正
規
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

は
、
平
成
32
年
4
月
か
ら
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
が
施
行
さ

れ
る
に
あ
た
り
、
不
合
理
と
認

め
ら
れ
る
待
遇
等
の
解
消
に
向

け
、
よ
り
一
層
詳
細
な
任
用
や
、

勤
務
条
件
等
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

保
育
所
ご
と
の
有
給
休
暇
の

消
化
率
の
差
に
つ
い
て
は
、
障

が
い
児
加
配
を
担
当
す
る
保
育

士
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
や
保

育
士
の
退
職
な
ど
、
年
度
途
中

の
保
育
士
数
の
変
動
に
よ
り
、

有
給
休
暇
の
消
化
率
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
保
育
所
ご
と
の
差
を

な
く
す
た
め
に
も
、
年
次
有
給

休
暇
の
取
り
や
す
い
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

�
猫
に
よ
る
地
域
ト
ラ
ブ
ル

ゼ
ロ
を
目
指
し
て

・�

持
ち
込
み
ゼ
ロ
、
殺
処
分
ゼ

ロ
に
つ
な
げ
る
た
め
に

絆　

戸
谷
議
員

猫
に
よ
る
苦
情
と
し
て
、

昨
年
と
同
様
の
地
域
を
中

心
に
、
糞
尿
に
よ
る
悪
臭
や
鳴

き
声
、
家
庭
ご
み
や
農
作
物
を

荒
ら
す
な
ど
の
生
活
環
境
の
被

害
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
長
期

的
に
被
害
に
あ
っ
て
い
る
近
隣

住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
発
生
し

て
い
る
。
市
民
か
ら
の
苦
情
や

相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
際
は
、
聞

き
取
り
、
不
適
切
な
飼
育
の
是

正
を
求
め
て
い
る
が
、
根
本
的

に
被
害
の
軽
減
を
図
る
た
め
に

は
、
繁
殖
力
を
抑
え
、
地
域
に

生
息
す
る
猫
の
頭
数
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

奈
良
県
に
お
い
て
は
、
平
成

27
年
度
に
猫
の
殺
処
分
率
が
全

国
で
ワ
ー
ス
ト
と
な
り
、
改
善

策
と
し
て
、
平
成
31
年
度
よ
り

所
有
者
不
明
猫
Ｔ
Ｎ
Ｒ
（
捕
獲
・

不
妊
去
勢
手
術
・
元
の
場
所
に

戻
す
）
モ
デ
ル
事
業
を
本
格
的

に
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
本

市
の
今
後
の
対
応
と
し
て
、
地

域
住
民
の
生
活
環
境
が
損
な
わ

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
モ

問

問

答

答
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デ
ル
拡
大
事
業
に
参
加
し
、
長

期
的
に
被
害
に
あ
っ
て
い
る
地

域
を
優
先
的
に
、
地
域
住
民
を

主
体
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

�

水
害
対
策
に
つ
い
て

絆　

仲
本
議
員

本
市
は
、
市
内
全
域
が
ほ

ぼ
平
坦
な
土
地
で
土
砂
災

害
警
戒
区
域
が
な
い
一
方
、
市

内
を
流
れ
る
高
田
川
や
葛
城
川

が
天
井
川
と
な
っ
て
お
り
、
出

水
期
に
な
る
と
内
水
氾
濫
の
発

生
が
懸
念
さ
れ
、
浸
水
が
予
想

さ
れ
る
地
域
へ
の
土
の
う
の
事

前
配
布
や
治
水
対
策
に
努
め
て

き
た
。
平
成
30
年
度
よ
り
蔵
之

宮
町
の
貯
留
施
設
が
稼
働
し
て

お
り
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
大

字
池
田
に
整
備
中
の
貯
留
施
設

も
稼
働
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
貯
留
施
設
及
び
水
路
や
河

川
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
い
て
も
整
備
を
行
い
、
県
の

高
田
土
木
事
務
所
が
市
内
主
要

道
路
３
か
所
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス

に
設
置
し
て
い
る
監
視
カ
メ
ラ

と
も
連
動
し
、
災
害
対
策
本
部

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
映
像
を
把

握
し
な
が
ら
、
迅
速
な
対
応
が

出
来
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

市
と
し
て
、
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
も
、
的
確

な
情
報
を
迅
速
に
発
信
し
、
市

民
に
身
の
安
全
を
確
保
す
る
行

動
を
と
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

広
報
・
周
知
等
に
努
め
て
い
き

た
い
。

�

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
新

た
な
ル
ー
ル
設
定
に
つ
い

て

公
明
党　

藤
田
議
員

子
ど
も
の
安
全
確
保
を
最

優
先
と
し
、
虐
待
防
止

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
あ
ら
ゆ
る
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
必

要
な
場
合
は
高
田
警
察
署
や
高

田
こ
ど
も
家
庭
相
談
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
緊
急
対
応
機
関
へ
安
全

確
認
要
請
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
潜
在
的
な
リ
ス
ク
の
あ
る

家
庭
に
お
い
て
は
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
早
い
段
階
か
ら
家

庭
に
寄
り
添
い
支
援
を
行
う
な

ど
、
虐
待
の
未
然
防
止
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
よ
り
虐
待
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
え
、
新

た
に
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

立
ち
上
げ
、
支
援
体
制
の
強
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、

年
３
回
開
催
し
て
い
る
「
大
和

高
田
市
ケ
ー
ス
進
行
管
理
実
務

者
会
議
」
に
お
い
て
は
、
高
田

警
察
署
の
出
席
を
要
請
し
、
児

童
虐
待
が
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
の

進
行
管
理
に
つ
い
て
、
共
有
・

連
携
し
て
い
る
。
子
ど
も
に
関

わ
る
全
機
関
の
職
員
が
、
子
ど

も
を
虐
待
か
ら
守
る
と
い
う
共

通
認
識
を
も
ち
、
未
然
防
止
・

早
期
対
応
に
努
め
て
い
き
た
い
。

�

文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て

・�

市
民
へ
の
周
知
・
啓
発
及
び
、

観
光
分
野
に
お
け
る
文
化
財

の
活
用
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

向
川
議
員

市
民
へ
の
周
知
・
啓
発
に

つ
い
て
は
、
史
跡
や
歳
時

を
紹
介
し
た
「
大
和
高
田
市
ま

る
わ
か
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

本
市
に
転
入
し
た
方
に
配
布
す

る
と
と
も
に
、
同
冊
子
を
市
役

所
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
、
さ

ざ
ん
か
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
に
配
置
し
て
い
る
。

中
央
公
民
館
に
配
置
し
て
い
る

「
大
和
高
田
市
史
跡
案
内
」
に
つ

い
て
は
、
改
訂
版
を
作
成
し
て

お
り
、
完
成
後
に
は
、
市
内
各

学
校
・
図
書
館
へ
の
配
布
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
な
ど
、
文

化
財
の
周
知
に
活
用
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、「
文
化
財
講
座
」「
歴

史
文
化
セ
ミ
ナ
ー
」
な
ど
の
講

演
会
や
、「
大
和
高
田
の
文
化
財

め
ぐ
り
」
と
題
し
た
史
跡
案
内

の
開
催
、
市
内
43
か
所
へ
の
「
文

化
財
標
識
」
の
設
置
を
行
っ
て

い
る
。

　

観
光
分
野
に
お
け
る
文
化
財

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
４
月
28
日
に
「
竹
内
街
道
・

横
大
路
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

さ
れ
た
の
を
機
に
、
沿
道
自
治

体
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
の

交
流
や
情
報
共
有
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
他
市
町
村
と
の

交
流
を
図
り
つ
つ
、
文
化
財
を

活
用
し
本
市
の
魅
力
を
発
信
で

き
る
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

�

登
下
校
時
に
お
け
る
安
全

対
策
の
充
実
に
つ
い
て

・�

通
学
路
の
整
備
に
つ
い
て

・�

集
団
登
校
及
び
区
域
外
通
学

者
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

沢
田
議
員

通
学
路
に
つ
い
て
は
、
毎

年
、
各
学
校
・
交
通
安
全

母
の
会
・
各
道
路
管
理
者
・
市

生
活
安
全
課
及
び
教
育
委
員
会

に
よ
り
合
同
点
検
を
実
施
し
て

い
る
。
点
検
内
容
の
う
ち
、
電

柱
幕
や
足
形
マ
ー
ク
の
設
置
な

ど
、
交
通
安
全
上
の
軽
微
な
対

応
箇
所
に
つ
い
て
は
、
原
則
、

年
度
内
に
修
理
・
修
繕
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
新
設
や
道
路
標
示
補
修
な
ど

の
大
規
模
な
対
策
が
必
要
な
箇

所
に
つ
い
て
は
、
各
関
係
機
関

と
調
整
し
な
が
ら
対
応
策
を
協

議
し
、
着
手
可
能
な
箇
所
か
ら

工
事
・
補
修
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

集
団
登
校
に
お
け
る
登
校
班

に
つ
い
て
は
、
各
校
に
お
い
て
班

に
在
籍
す
る
児
童
数
の
実
態
に

応
じ
て
構
成
し
て
お
り
、
最
上
級

生
に
５
、６
年
生
が
い
な
い
班
が
出

な
い
よ
う
、
近
隣
か
ら
登
校
す
る

他
の
班
と
再
編
成
す
る
な
ど
の

対
応
に
努
め
て
い
る
。
区
域
外
通

学
者
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
責

任
に
お
い
て
児
童
の
安
全
を
確
保

の
う
え
通
学
し
て
も
ら
う
こ
と
を

前
提
に
許
可
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
通
学
中
の
怪
我
等
に
つ
い
て

は
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
災
害
共
済
給
付
制
度
が
適
用

さ
れ
る
。

問

問

問

問答

答

答

答
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平 成 ３ １ 年 ３ 月

定 例 市 議 会

　
10
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
大
和
高
田

市
と
橿
原
市
上
下
水
道
部
に
よ
る
「
お

客
様
セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
業
務
委
託

の
共
同
発
注
に
向
け
て
、
第
一
歩
と
な

る
協
定
書
の
調
印
式
が
、
４
月
17
日
、

両
市
長
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
に
水
道
法
が
改
正
さ
れ
、

全
国
的
に
広
域
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る

中
、
現
在
、
奈
良
県
が
進
め
て
い
る
県

域
水
道
一
体
化
の
先
進
モ
デ
ル
に
も
な

り
う
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
共
同
委
託

に
よ
り
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
な
が

ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
「
窓
口
お
客
様
セ
ン
タ
ー
」
の
業
務

に
つ
い
て
は
、
広
報
誌
７
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

〔
水
道
総
務
課　
☎
52
・
１
３
６
５
〕

　
４
月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
、
Ｕ
Ａ
Ｅ

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
で
「
第
５
回
Ｆ
ａ

ｚ
ｚ
ａ　
パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
世
界
ラ

ン
キ
ン
グ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
、
男
女
混

合
の
２
名
で
試
合
を
行
う
Ｗ
１
ｍ
ｉ
ｘ

と
い
う
部
門
で
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
た
仲
さ
ん
が
、
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

ま
し
た
。〔

社
会
福
祉
課　
内
線
５
３
６
〕

上
下
水
道
部
の「
窓
口
お
客

様
セ
ン
タ
ー
」業
務
共
同
化

パ
ラ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
で

銀
メ
ダ
ル仲 

喜
嗣
さ
ん

左から森下市長（橿原市）、
吉田市長（大和高田市）

　競技中の仲さん

�

● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

・�
妊
婦
が
安
心
で
き
る
医
療
提

供
体
制
の
充
実
と
健
康
管
理

の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
（
可

決
）

・�

全
国
知
事
会
「
米
軍
基
地
負

担
に
関
す
る
提
言
」
の
推
進

を
求
め
る
意
見
書
（
可
決
）

・�

２
０
１
９
年
10
月
の
消
費
税

増
税
中
止
を
求
め
る
意
見
書

（
否
決
）

● 

採
択
さ
れ
た
請
願 

●

・�

留
守
家
庭
児
童
ホ
ー
ム
の
充

実
を
求
め
る
請
願

委 員 会
審査結果

総
務
財
政
委
員
会

　

平
成
30
年
度
大
和
高
田
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）

ほ
か
、
１
議
案　
　
　

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

民
生
文
教
委
員
会

　

平
成
30
年
度
大
和
高
田
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）
ほ
か
、
６

議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

留
守
家
庭
児
童
ホ
ー
ム
の
充

実
を
求
め
る
請
願

　

全
会
一
致
で
採
択

環
境
建
設
委
員
会

　

平
成
30
年
度
大
和
高
田
市
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
金
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
ほ
か
、

６
議
案

　

全
会
一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決

予
算
特
別
委
員
会

　

平
成
31
年
度
大
和
高
田
市
一

般
会
計
予
算
ほ
か
、
12
議
案

　

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

次
の
定
例
会
は
、
６
月
中
旬
に

開
会
の
予
定
で
す
。
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● 市消費生活センター　 ▽相談日時　月～金曜日 午前 10 時～午後 4 時　 ▽ところ　市役所 3 階
　　　　　　　　　　　 ▽予約先　内線 314　 0745-44-3117　※祝日、年末年始、昼休みを除く。要予約。
● 県消費生活センター中南和相談所　 ▽相談日時　月～金曜日 午前9時～午後4 時 30 分

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3 階　 ▽予約先　☎ 22-0931　 ※祝日、年末年始を除く。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
広
告
を
見
て
、
半
年
間
で
30
万
円
の

脱
毛
契
約
を
し
た
。
医
師
か
ら
１
時
間
ほ
ど
説
明
を
受
け
、

概
要
書
面
、
契
約
書
、
同
意
書
に
サ
イ
ン
、
１
年
間
、
分
割

で
支
払
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
手
続
き
を
し
た
。
そ
の
後
１
か
月

間
に
２
回
施
術
を
受
け
た
が
、
働
き
始
め
て
ま
だ
半
年
で
収

入
も
少
な
く
、
支
払
い
が
苦
し
く
な
り
、
高
額
な
契
約
を
後

悔
し
た
。
両
親
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
中
途
解
約
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
今
ま
で
の
料
金
を
支
払
っ
て
解
約
す
る
よ
う
に

勧
め
ら
れ
た
が
、
可
能
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
20
代
女
性
）

こ
れ
ま
で
は
、
美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
は
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ

ク
サ
ロ
ン
の
契
約
と
異
な
り
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
約
２
年
前
に
特
定
商
取
引
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
美
容
医
療
も
条
件
は
あ
り
ま
す
が
、

特
定
継
続
的
役
務
提
供
の
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
間
が
１
か
月
を
超
え
、
か
つ
料
金
が
５
万
円
を
超
え
る
脱

毛
、
シ
ミ
の
除
去
等
い
く
つ
か
の
治
療
で
は
、
契
約
書
を
交

わ
し
て
か
ら
８
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
す
。

ま
た
中
途
解
約
時
の
違
約
金
に
つ
い
て
も
規
定
が
あ
り
ま

す
。
相
談
の
件
は
条
件
を
満
た
し
て
い
ま
す
が
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
期
間
は
過
ぎ
て
い
ま
す
の
で
、
中
途
解
約
で
決

め
ら
れ
た
料
金
を
支
払
っ
て
解
約
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

美
容
医
療
で

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

可
能
な
ケ
ー
ス
も

増加する架空請求

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

１
．
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
告
を
見
た
だ
け
で

判
断
せ
ず
、
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
広
告

の
中
に
は
大
げ
さ
な
表
現
が
含
ま
れ
て
い
た
り
、
リ
ス

ク
や
デ
メ
リ
ッ
ト
の
記
載
が
不
十
分
で
あ
っ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
施
術
の
効
果
に
は
個
人
差
が
あ
る

こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
美
容
医
療
は
緊
急
性
の
低
い
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
説

明
を
受
け
て
す
ぐ
の
施
術
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
医
師
に

は
ほ
か
の
医
療
以
上
の
説
明
責
任
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

自
分
に
と
っ
て
不
利
な
点
は
な
い
か
、
十
分
検
討
し
た

の
ち
契
約
し
ま
し
ょ
う
。 

３
．
施
術
後
、
痛
み
や
腫
れ
が
残
り
長
期
間
苦
し
い
思
い
を

す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

４
、
個
人
の
体
質
や
体
調
に
よ
り
、
施
術
の
効
果
や
リ
ス
ク

が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
考
慮
し
て
、
慎
重
に
契
約
し

ま
し
ょ
う
。 

ついに全国での架空請求の相
談件数が20万件超えたみたい
だよ（2018年度）。

え、そんなに多いんですか！？

うん。ただ、実際にお金を払っ
てしまった件数の割合は下がっ
ているけどね。

なるほど。どうして相談件数が
増えて、被害件数の割合が下
がったのですか？

架空請求ハガキやメールのよ
うな不特定多数の人に簡単に
送れてしまう手口が増えてきた
からだね。

ただ、メールに関しては年齢層
が若い人は届いても無視する
人が多いし、ハガキに関しても
架空請求と認知している人が
増えてきているし、お金を払う
前に誰かに相談する人が多い
から被害件数の割合は下がっ
ていると考えられるね。

そうなんですね。しかし、次々と
新しい手口が出てきて怖いです
ね。

まあどんな手口が出てきても、
「身に覚えがなければ連絡せ
ずに消費生活センターに相談
する」を徹底すれば最悪の事態
だけは避けられるから気をつ
けよう。

気軽に電話(℡188)か直接相談
に来てください！

　　　　　　私に言っても・・・

あ、そうですね・・・
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健
や
か
な
毎
日
を

　

  

お
く
る
た
め
に

天満診療所
医師  梅本典江

訪
問
看
護
と
は

「
病
気
や
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

住
み
慣
れ
た
家
で
暮
ら
し
た
い
」

「
人
生
の
最
期
を
自
宅
で
迎
え
た

い
」
と
望
ま
れ
る
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、「
家
族
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
」「
家
族
だ

け
で
介
護
や
医
療
的
ケ
ア
は
無

理
」
な
ど
の
理
由
で
入
院
を
希
望

さ
れ
た
り
、
施
設
に
入
所
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
に
頼
り
に
な
る
の
が

訪
問
看
護
で
す
。訪
問
看
護
と
は
、

看
護
師
が
在
宅
に
訪
問
し
在
宅
療

養
を
送
っ
て
い
る
人
の
看
護
を
行

う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

本
人
や
家
族
の
意
思
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
尊
重
し
て
生
活
の
質

が
充
実
で
き
る
よ
う
に
、
病
気
の

予
防
か
ら
、
在
宅
で
の
看
取
り
ま

で
支
え
ま
す
。
主
治
医
の
指
示
を

受
け
、
病
院
と
同
じ
よ
う
な
医
療

処
置
も
行
い
ま
す
。

訪
問
看
護
は
病
気
や
障
が
い
の

た
め
に
、
在
宅
療
養
を
必
要
と
す

る
人
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
く
受
け
ら
れ
ま
す
。
主
治
医

が
訪
問
看
護
を
必
要
と
認
め
た
人

に
訪
問
看
護
指
示
書
が
発
行
さ
れ

訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
医

療
処
置
が
必
要
な
人
だ
け
で
な

く
、
病
気
や
障
が
い
を
も
っ
た
乳

幼
児
の
育
児
や
ケ
ア
方
法
、
自
宅

に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
や

精
神
疾
患
の
人
の
利
用
も
で
き
ま

す
。
通
院
中
で
自
宅
で
の
療
養
方

法
の
指
導
を
し
て
欲
し
い
人
も
看

護
師
が
訪
問
し
て
そ
の
人
の
病
状

に
あ
っ
た
方
法
で
助
言
や
指
導
を

し
ま
す
。

利
用
希
望
の
人
が
訪
問
看
護
の

申
し
込
み
を
す
る
と
、
か
か
り
つ

け
医
師
の
指
示
に
基
づ
い
て
利
用

者
と
訪
問
看
護
師
が
話
し
合
い
の

う
え
で
、「
看
護
計
画
書
」
を
作

成
し
、
こ
の
計
画
書
を
も
と
に

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
点
滴
、
注
射
な

ど
の
医
師
の
指
示
に
よ
る
医
療
処

置
、
痛
み
の
軽
減
や
服
薬
管
理
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か

ら
、
病
状
悪
化
の
防
止
・
回
復
の

工
夫
、
療
養
生
活
の
相
談
や
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
、
最
も
身
近
な
医
療

者
と
し
て
療
養
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
ま
す
。
24
時
間
体
制
で
緊

急
時
な
ど
の
対
応
も
し
て
く
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

現
在
市
内
に
は
、
７
か
所
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。
ど
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
す
る
か
は
自
由
で
す
の

で
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
位
置
関

係
や
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
ど
か
ら
選
べ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

市
外
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
を
検
討
す
る
場
合
は
、
各

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
市
立
病
院
の
地
域
医

療
連
携
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
て
い

ま
す
。

大
和
高
田
市

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
所
長　
高
幣
和
郎

〔
市
立
病
院　
☎
53
・
２
９
０
１
〕

「
梅
雨
の
健
康
管
理
」

じ
め
じ
め
と
蒸
し
暑
い
梅
雨

は
、１
年
で
最
も
体
調
を
崩
し
や

す
い
時
期
で
す
。

晴
れ
の
日
と
雨
の
日
で
気
温
の

差
が
大
き
く
、冷
え
を
感
じ
た
り
、

か
ぜ
を
ひ
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

気
圧
が
低
く
な
る
と
自
律
神
経

が
乱
さ
れ
、体
が
だ
る
く
、眠
気
を

感
じ
た
り
、頭
痛
、関
節
痛
、憂
う

つ
と
い
っ
た
症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま

す
。急
激
に
気
温
と
湿
度
が
高
く

な
っ
て
く
る
の
で
、う
ま
く
汗
を

か
け
ず
、体
に
水
分
や
老
廃
物
が

た
ま
っ
て
消
化
不
良
、便
秘
、む
く

み
な
ど
の
不
調
が
表
れ
や
す
く
な

り
ま
す
。

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
た
め
、規
則
正
し
い
生
活
を
送

り
、休
養
も
し
っ
か
り
と
と
り
ま

し
ょ
う
。雨
続
き
で
運
動
不
足
に

な
り
が
ち
な
の
で
、家
の
中
で
も

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
を
す
る

の
が
お
す
す
め
で
す
。そ
し
て
晴

れ
た
日
は
し
っ
か
り
太
陽
の
光
を

浴
び
ま
し
ょ
う
。

疲
労
回
復
に
効
果
的
な
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
群
を
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ

う
。特
に
豚
肉
、レ
バ
ー
、納
豆
、紅

鮭
、玄
米
な
ど
に
含
ま
れ
る
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
は
糖
質
を
分
解
し
て
体

を
元
気
に
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
か

え
て
く
れ
ま
す
。

冷
房
の
温
度
は
高
め
に
設
定

し
、除
湿
機
能
を
利
用
し
た
り
、

部
屋
の
風
通
し
を
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。こ
の
時
期
の
う
ち
に
、暑
さ
に

体
を
慣
ら
し
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
す
。

疲
れ
や
す
く
、気
分
も
落
ち
込

み
が
ち
に
な
る
季
節
で
す
が
、暑

い
夏
が
は
じ
ま
る
前
の
一
休
み
の

時
期
と
考
え
、無
理
を
せ
ず
ゆ
っ

た
り
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

天
満
診
療
所
健
康
教
室

▽
と
き　
６
月
20
日
㈭　

　
午
後
１
時
～
２
時

▽
と
こ
ろ　
天
満
診
療
所

▽
テ
ー
マ

　
「
梅
雨
の
健
康
管
理
」

▽
講
師　
梅
本 

典
江

　
　
　
　
（
天
満
診
療
所
医
師
）

〔
天
満
診
療
所  

☎
52・５
３
５
７
〕
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○
×
ク
イ
ズ
で
す
。

【
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
際
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

行
わ
れ
た
？
】

２
年
前
の
地
区
別
懇
談
会
で
考
え

合
っ
た
問
題
で
す
。
答
え
は
○
。
実

際
に
当
時
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ま
の

あ
た
り
に
し
た
皆
さ
ん
か
ら
も
、「
え

え
ー
。
そ
ん
な
の
知
ら
な
か
っ
た
。」

と
い
う
反
応
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

触
れ
ず
に
い
る
こ
と
が
ハ
ン
デ
ィ
の

あ
る
皆
さ
ん
へ
の
配
慮
だ
と
い
う
風

潮
が
色
濃
く
、
報
道
も
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
昨
今
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
機
運
の
高
ま
り

に
加
え
、
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
に
も
、

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
皆
さ
ん
の
「
素
敵

な
が
ん
ば
り
」
も
身
の
回
り
に
あ
ふ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
く
考

え
れ
ば
、
そ
れ
は
ご
く
当
た
り
前
の

こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
は
、
こ
う

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
の
定

め
る
権
利
お
よ
び
自
由
は
、
人
種
、

肌
の
色
、
性
別
、
性
的
指
向
、
言

語
、
宗
教
、
政
治
的
ま
た
は
そ
の

他
の
意
見
、
国
あ
る
い
は
社
会
の

ル
ー
ツ
、
財
産
、
出
自
や
そ
の
他

の
身
分
な
ど
の
理
由
に
よ
る
い
か

な
る
種
類
の
差
別
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
確
実
に
享
受
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
さ
ら
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
生
き

方
の
創
造
で
あ
り
、
平
和
な
社
会
を

推
進
し
、
人
権
の
一
つ
だ
と
も
明
記

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
数
年
、
人
権
に
関
す
る
法
律

が
次
か
ら
次
へ
と
制
定
さ
れ
た
り
、

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
点
滴
、
注
射
な

ど
の
医
師
の
指
示
に
よ
る
医
療
処

置
、
痛
み
の
軽
減
や
服
薬
管
理
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
か

ら
、
病
状
悪
化
の
防
止
・
回
復
の

工
夫
、
療
養
生
活
の
相
談
や
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
、
最
も
身
近
な
医
療

者
と
し
て
療
養
の
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
ま
す
。
24
時
間
体
制
で
緊

急
時
な
ど
の
対
応
も
し
て
く
れ
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

現
在
市
内
に
は
、
７
か
所
の
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。
ど
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
す
る
か
は
自
由
で
す
の

で
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
位
置
関

係
や
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

な
ど
か
ら
選
べ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

市
外
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
も
問
題

あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
を
検
討
す
る
場
合
は
、
各

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
市
立
病
院
の
地
域
医

療
連
携
セ
ン
タ
ー
で
も
受
け
て
い

ま
す
。

大
和
高
田
市

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
所
長　
高
幣
和
郎

〔
市
立
病
院　
☎
53
・
２
９
０
１
〕

成
立
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
障
害

者
差
別
解
消
法
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

解
消
法
、
部
落
差
別
解
消
推
進
法
、

ア
イ
ヌ
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
セ
ク

シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
確

立
を
め
ざ
す
法
案
・
・
・
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
、
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
が
急
務
と
な
っ
て
き

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

と
は
言
え
、
人
権
課
題
は
山
積
し

て
い
る
の
も
確
か
で
す
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
指
数
（
男
女
平
等
の
状
態
を
示

す
も
の
）
で
は
、
昨
年
世
界
１
１
４

位
と
数
年
連
続
し
て
後
退
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
で

国
連
か
ら
改
善
の
勧
告
を
受
け
て
い

ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
人

権
侵
害
や
差
別
扇
動
も
深
刻
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
機
に
、
皆

さ
ん
と
共
に
「
人
権
の
街
作
り
」
に

一
層
励
み
た
い
と
考
え
ま
す
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
憲
章
は
、
世
界
人
権
宣
言

に
先
ん
ず
る
こ
と
四
半
世
紀
の
歴
史

を
持
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕

こ
こ
か
ら
始は
じ
ま
る
。
　

〔
く
ら
し・せ
い
か
つ
支し
え
ん
が
か
り

援
係　
☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

195

聖
火
と
共
に

　
今こ
ん
か
い回
は
働は
た
らく
先さ
き
が
決き

ま
っ
た

の
で
す
が
初し

ょ
か
い回

給き
ゅ
う
よ与

ま
で
の

生せ
い
か
つ活
が
苦く
る
し
い
と
い
う
50
代
の

Ｋ
さ
ん
の
お
話は

な
しで

す
。

　
Ｋ
さ
ん
は
夫お

っ
とと
二ふ
た
り人
つ
つ
ま

し
く
生せ

い
か
つ活

し
て
き
ま
し
た
が
、

数す
う
ね
ん
ま
え

年
前
に
夫お
っ
とを

亡な

く
し
貯ち
ょ
ち
く蓄

を

切き

り
崩く
ず
し
な
が
ら
生せ
い
か
つ活
し
て
き

ま
し
た
。
Ｋ
さ
ん
は
健け

ん
こ
う
め
ん

康
面
に

不ふ

安あ
ん

を
抱か
か

え
て
お
り
、
療り
ょ
う
よ
う養の

た
め
働は

た
らい

て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
貯ち

ょ
蓄ち
く

が
尽つ

き
そ
う
に
な
っ

た
こ
と
や
、
自じ

し
ん身
の
体た
い
ち
ょ
う調
が

回か
い
ふ
く復

し
て
き
た
た
め
、
働は
た
らく

こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
す
ぐ
に
仕し

ご
と事

が
見み

つ
か
っ
た
も
の
の
、
給
き
ゅ
う
り
ょ
う料

日び

ま

で
の
生せ

い
か
つ活

が
苦く
る

し
い
と
い
う
こ

と
で
そ
れ
ま
で
の
支し

え
ん援

を
求も
と

め

る
も
の
で
し
た
。

　
ま
ず
は
Ｋ
さ
ん
の
１
か
月げ

つ
分ぶ
ん

の
支し
し
ゅ
つ出
と
収
し
ゅ
う
に
ゅ
う
入
を
試し
さ
ん算
す
る
こ

と
で
ど
う
し
て
も
支し

は
ら払

わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
見み

つ

け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
結け
っ
か果
、

医い
り
ょ
う
ひ

療
費
と
食し
ょ
く
ひ費

の
捻ね
ん

出し
ゅ
つが

難む
ず
かし

い

こ
と
が
分わ

か
り
、
医い
り
ょ
う
ひ

療
費
に
関か
ん
し

て
は
病び

ょ
う
い
ん院に

給き
ゅ
う
よ与

が
は
い
る
ま
で

支し
は
ら払
い
を
待ま

っ
て
も
ら
う
了
り
ょ
う
し
ょ
う
承
を

得え

て
、
食し
ょ
く
ひ費

に
つ
い
て
は
社し
ゃ
か
い会

福ふ
く
し
き
ょ
う

祉
協
議ぎ
か
い会

の
フ
ー
ド
レ
ス
キ
ュ

ー
（
最さ

い
ち
ょ
う長３
日か
ぶ
ん分
）
を
利り
よ
う用
す
る

こ
と
で
Ｋ
さ
ん
は
安あ

ん
て
い定

し
た
生せ
い
か
つ活

を
送お

く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

今こ
ん
か
い回

、
さ
ま
ざ
ま
な
機き
か
ん関

の

協き
ょ
う
り
ょ
く
力
を
得え

る
こ
と
で
Ｋ
さ
ん
の

生せ
い
か
つ活

を
支さ
さ

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆み

な
さ
ん
が
前ま
え
む向
き
に
な
れ
る

よ
う
な
相そ

う
だ
ん
あ
い

談
相
手て

で
あ
り
た
い
と

思お
も

い
ま
す
。
一ひ
と
り人

で
悩な
や

ま
ず
相そ
う
だ
ん談

に
き
て
く
だ
さ
い
。

自じ
ぶ
ん
じ
し
ん

分
自
身
、家か

ぞ
く族
の
こ
と
、地ち

域い
き

で
気き

に
な
る
人ひ

と

や
子こ

ど
も
の
こ

と
、ど
ん
な
こ
と
で
も
先ま

ず
は
一い

ち
ど度

お
話は

な
し

を
聴き

か
せ
て
く
だ
さ
い
ね
。
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一般書

電子図書館 貸出ランキング

新着図書のご案内

６月のおはなし会 催しのご案内
◎おはなし会

（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷と　き　6月8日㈯
　　　　　ごぜん11じから
▷ところ　としょかん2かい
　　　　　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●おはなし「ならなしとり」
●えほん　「てがみをください」

◎えほんとわらべうたの時間≪きらら≫
（担当：たかだおはなしろうそくの会）
▷と　き　6月22日㈯
　　　　　ごぜん11じから
▷ところ　としょかん2かい
　　　　　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●おはなし「いたずらこうさぎ」
●えほん　「ぞうくんのさんぽ」

◎絵本のよみきかせ
　（毎月第1・3土曜日開催）
▷と　き　ごぜん11じから
▷ところ　としょかん　えほんコーナー
▷たいしょう　どなたでも

■第20回　ビブリオバトル
▷と　き　6月22日㈯　午後3時30分～ 4時30分ごろ
▷ところ　市立図書館　児童コーナー
▷テーマ　 「お気に入りの本」　※絵本・ものがたり・知識の本など、ど

んな本でも可（当日、本を持ってきてください）。
▷定　員　発表者5名、観覧者20名　

■「図書館教養講座～薬の話～」
▷と　き　7月6日㈯　午後1時～ 2時ごろ
▷ところ　市立図書館　2階学習室
▷内　容　 薬に関する最近の話題について（薬の副作用、正しい飲み

方、飲み合わせなど）
▷講　師　多根井　重晴さん（日本薬科大学教授）
▷定　員　40名

■「ハロー！会計 in 大和高田市立図書館」
▷と　き　7月7日㈰　午後1時30分～ 3時ごろ
▷ところ　市立図書館　2階学習室
▷内　容　第1部「会計って何？」　第2部「公認会計士とは？」
▷講　師　日本公認会計士協会近畿会　会計士
▷対　象　中学生・高校生　　▷定　員　40名
▷共　催　日本公認会計士協会近畿会

上記イベントの申込方法： 6月1日㈯から定員に達するまでの期間、図書
館カウンターまたは電話で受付します。

■近鉄高田市駅開業90周年記念　なつかしの鉄道写真展
▷と　き　6月1日㈯～ 30日㈰　　▷ところ　市立図書館　ロビー
▷内　容　 大和高田市内3駅のなつかしい風景写真や近鉄の懐かしい切

符類、記念入場券などを展示します。
▷共　催　夢咲塾

世界が動いた「決断」の物語  スティーブン・ジョンソン／著 朝日新聞出版

ダイエットの食品早わかり  女子栄養大学出版部／編 女子栄養大学出版部

わかる！使える！製図入門 小池 忠男／著 日刊工業新聞社　

長く乗り続けるためのクルマ運転テクニック図解 高齢者安全運転支援研究会／監修 大泉書店

エアラインの選び方 イカロス出版

児童書
カッコイイってどういうこと？ NHK E テレ「Q 〜こどものための哲学」制作班／編 ほるぷ出版

小学生のための世界地図帳 学習地理研究会／文 メイツ出版

学校にある道具使い方事典 梅澤　真一／監修 PHP 研究所

だれの手がた・足がた？ 有沢　重雄／文 偕成社

最強テクと戦い方がよくわかる！小学生の卓球必勝のポイント 50 小泉　慶秀己／監修 メイツ出版

第 1 位 おにぎりレシピ 101 山田 玲子／著 ポット出版

第 1 位 どうぞのいす （うごくえほんチルビー） 柿本 幸造／絵 モーニング

第 1 位 感情をコントロールする力 和田 秀樹／著 PHP 研究所

第 2 位 ちびくろ・さんぼ （うごくえほんチルビー） フランク・ドビアス／絵 モーニング

第 2 位 冷凍保存で作る 1 週間の献立キット 電子書籍版 川上 文代／著 誠文堂新光社
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一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市 市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。相談は無料で、秘密は守られます。
※市外局番は、「0745」です。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316

市立土庫公民館 TEL.23-3560

市立菅原公民館 TEL.23-3561

市立陵西公民館 TEL.23-3562

さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201

図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415

水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730

社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298

保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660

市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100

青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364

葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001

クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383

総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863

総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701

さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535

下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565

高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292

JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414

近鉄高田市駅 TEL.53-2531

市民交流センター TEL.44-3210 FAX44-3212

親と子のすこやか広場 TEL.44-3213 FAX44-3214

高齢者いきいき相談室 TEL.44-3215

相談名 曜日 時間 場所 問合せ

消費生活相談（予約優先） 月～金曜日 午前１０時～正午
午後１時～ ４時

大和高田市
消費生活センター 消費生活センター☎２２－１１０１

人権相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 人権施策課☎２２－１１０１
行政相談 第４火曜日（６、１２月のみ第１火曜日）午後１時～ ４時 総合福祉会館 企画広報課☎２２－１１０１
中小企業金融相談
中小企業経営相談 随時（内容に応じて、産業振興課で相談窓口をご案内します） 産業振興課☎２２－１１０１

母子父子相談 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 児童福祉課☎２２－１１０１

心配ごと相談 第２･４金曜日 午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

法律相談（要予約）
第２･３火曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６
第１･３･４･５木曜日
相談日の２週間前から前日までに予約 午後１時～ ４時 総合福祉会館 奈良弁護士会☎０７４２－２２－２０３５

司法書士の法律相談（要予約） 第２･３月曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 社会福祉協議会☎２３－５４２６

生活相談 第２･３･４･５水曜日
事前に問い合わせてください。午後１時～ ４時 社会福祉協議会☎２３－５４２６

健康相談 ･ 栄養相談（要予約） 毎月１回、所定の日 午前９時～ １０時 保健センター☎２３－６６６１
子育てホットライン
健康ホットライン 月～金曜日 午前９時～正午

午後１時～ ４時３０分 保健センター☎２３－６６６１

教育ガイダンス 月～金曜日 午前１０時～午後５時 青少年センター☎２３－１３２２

家庭児童相談室 月～金曜日 午前８時３０分～
午後５時１５分 家庭児童相談室☎２３－１１９５

女性相談（要予約）
○第１火曜日･
　第３金曜日
○第２土曜日
※祝日等により変更の場合あり

○午前９時１５分～
　午後０時５分
○午後１時～ ３時５０分 人権施策課☎２２－１１０１

住まいづくり相談
第４水曜日 午後１時～ ４時１０分

営繕住宅課☎２２－１１０１
平日の午前９時～午後５時の間に予約　定員４名

税理士による税務相談 ２月･３月を除く、第３金曜日 午後１時～ ４時 総合福祉会館 近畿税理士会葛城支部☎２２－５２８８
就業相談 月～土曜日 午前９時～午後５時 県産業会館３Ｆ 高田しごとｉセンター☎２４－２０１０
借金おなやみダイヤル 火･金曜日 午後１時～ ４時 奈良弁護士会☎０７４２－２０－７８３０
相続 ･ 遺言お悩みダイヤル 月～金曜日 午前９時３０分～午後５時 奈良弁護士会☎０７４２－２２－４６１１
ひまわりあんしん
（高齢者 ･障がいのある人のための法律相談）

火･木曜日 午後１時３０分～ ４時
奈良弁護士会☎０１２０－８７４－７３７

電話相談は無料。来所･出張相談は有料
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